
水分蒸散量評価試験	

化粧品や原料の塗布または連用による、保湿効果を評価する試験です。 	
肌表面からの水分蒸散量を測定し、塗布した後や連用による水分蒸散量の抑制を確認す
ることができます。水分蒸散量を抑制することで、バリア機能の改善や水分保持力につい
ての効果が期待できます。	

データ活用：化粧品の効果訴求　社内教育用資料　基礎研究データ	

データ提出：数値	

効果表現例：皮膚に水分を補い保つ、乾燥を防ぐ、皮膚を保護する	
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60%	  
70%	  
80%	  
90%	  
100%	  
110%	  

使用前	 使用後	水
分

蒸
散

量
変

化
率

（
％

）
	   化粧品塗布後の水分蒸散量変化	
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	 あれ肌に対する化粧品連用後の水分蒸散量変化	
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水分蒸散計（Tewamater®）	

化粧品A、Bに水分蒸散を抑制する効果が認められ、	  
特に原料Aの効果が高い	

データ例：	  

原料A、	  Bに水分蒸散を抑制する	  
効果が確認され、	  

特に原料Aの効果が高い	
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